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低ゾ〆こ乙からのシニアネ汁長是
・夏 ト な が さ さ

長 埼 総 合 科 学 大 学 の シー サ イ ドキ ャ ン パ ス で産 声 を あ げ た シ ニ ア ネ ッ ト長 崎 も、 早

や１３ 年目 に入 ろう と して いま す。 会 員 の ご高 齢化 と と も に、 一 時 は減 少 傾 向 あり ま し

た が、 今 や １７０ 名 を 超 え る 会 員 数 に 回 復 し、 皆 さ ん 元 気 に シニ ア ネ ッ ト活 動 に 取 り 組

ま れ て い る と こ ろ で す。

こ の 度、 シ ー サ イ ドキ ャ ン パス が 附 属 高 等 学 校 の 校 舎 に 生 ま れ 変 わ る こ と に 伴 い、

活 動 場 所 が 確 保 で き な く なる の で は な い か と ご心 配 を お か け しま した が、 大 学 の 協 力

の も と、 ４ 月 か ら グリ ー ン ヒ ル キ ャ ン パ ス の 施 設 を お 借 り す る こ と が 可 能 と な り ま し

た
。

今 後 も 皆 様 と い っ しょ に 元 気 で 楽 しい シニ ア ネ ッ ト活 動 が 持 続 で き る よ う カ を 合 わ

せ て シ ニ ア ネ ッ ト長 崎 を 盛 り 上 げ て い き ま し ょ う。

会長 横山 正人

第轟塑舞次総会㊥二暴釦

下 記 の 通 り、 年 次 総 会 が 開 催 さ れ ま す。

昨年の活動総括と今年度の事業計画を会員全員で審議

す る、 年 に 一 度 の 総 会 で す。 会 員 の 皆 さん が顔 を 合 わ せ

る 絶 好 の 機 会 で す。 是 非、 皆 様 の ご参 加 を お待 ち して お

り ま す。

な お、 当 日 は
「野菜 食 育 ソ ムリ エ」 の 桑 原 ナ ミ さ ん の

講 演 を 予 定 して お り ま す。

同 封 の は が き で 出 欠 の 連 絡 を 必 ず お 願 い 致 しま す。

開 催 日 時 ：４月２９日 （火） １３：３０～１６：００

開催場所：長崎総合科学大学８号館
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謡習会
１２月 ２１ 日（土） 第 ８ 回 パ ソ コ ン は じめ の 一 歩

１月 ２６日（日） 第 ９ 回 パ ソ コ ン は じめ の 二 歩

２月 ２２日（土） 第１０回 パ ソ コ ン は じめ の 三 歩

３月１６日（日） 第１１ 回 パ ソ コ ン は じめ の 総 ま と め

新年会
１ 月 １９ 日 （日）１３ 時～１５ 時 に 常 盤 町 の 「水 辺 の 公 園 レス トラ ン」

に て 「シ ニ ア ネ ッ ト長 崎 平 成 ２６ 年 新 年 会」 が 開 催 さ れ ま した。 参 加 一．

者 は ５１ 名、 檜 原 副 会 長 の 新 年 の
ご挨 拶 に 続 いて 同 じく 乾 杯。 新 入 鵠

１
．

会 員 の 紹 介、 今 回
か ら新 設 さ れ た 「賀 寿 の 祝 い」 （傘 寿 の 祝 い） が 取 ト

り 行 わ れ、 今 回 は 初 回 な の で、 数 え で
８０ 歳 以 上 の 会 員 ８ 名 の 方 が長

寿 を 祝 福 さ れ ま した。 フ ォ トコ ン テス トも 行 わ れ、 石 原 貞 子 さ ん の
ピ

アノ 演 奏 で 盛 り 上 り、 前 原 前 副 会 長 の
「万 歳 三 唱」 の 締 め で今 年の 新

年 会 も 盛 会 に 終 わ り ま した。 有 難 う ご ざい ま した。

研イ１多会

畿野

２ 月 ８ 日 （土） 二 年 振 り に 「パ ソ コ ン で 確 定 申 告」 の 研 修 会 が ２５

名 の 参加 で 行 わ れ ま し た。 講 師 は、
一ノ 瀬 和 弘 氏。 パ ソコ ン での

確 定 申 告 は ｅ－Ｔａｘ と いう 電子 申 告 と 紙 に 印 刷 して 送 付 して 申 告 す

る 方 法 を 学 び ま し た。

ボランティア活動

３月 ９日 （日） １０ 時 か ら ３ 時 ま で 出 島 交 流 会 館 （美 術 館

裏） に て、 県 内 の ボ ラ ン ティ ア 団 体 の 活 動 を 紹 介 す る お

祭 り “県 民 ボ ラ ン テ ィ ア フェ ス テ ィ バ ル
” が 開 催 さ れ ま

し た。 シ ニ ア ネ ッ ト 長 崎 も
ブ ー ス を 出 展 し、 シ ニ ア ネ ッ

ト長 崎 を しっ か り ア ピー ル して き ま した。

隠
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３ 月 ３０ 日（日）午 前 中 降 っ た 雨 も シ ニ ア ネ ッ ト長 崎 の パ ワ ー

で 吹 き 飛 ば し シー サ イ ドキ ャ ン パ ス で の 最 後 の 場 所 で 盛 大 に

花 見 の 宴 が 行 わ れ ま した。 ビ ン ゴ ゲ ー ム・ 全 員 で の 合 唱 も あ

り、
楽 し い 一 日 を 過 ご し ま し た。

．
∴ 捗見ン活勲

展覧会鑑賞とグルメのツアー

１月 ２８ 日（木） 長 崎 歴 史 文 化 博 物 館 に て 「魅 惑 の 清 朝 陶 磁 器 展」 を 鑑 賞 しま した。

２月 ２７ 日（木） 長 崎 県 美 術 館 に て 「ウ ォ ル ト ディ ズ ニ ー 展」 を 鑑 賞 しま した。

さるく会

３ 月 ３ 日（月）島 原 半 島 の 神 代 町 に 在 る 「鍋 島 邸」

の枝垂れ梅と緋寒櫻を観賞し古い町並みが残ってい

る 「神 代 小 路」 を 散 策 しま した。 淡 島 神 社 の ミ ニチ

ュ ア 鳥 居 く ぐり に も 挑 戦 し笑 い いっ ぱ いの さ る く 会

で した。参 加 者 は ２７名 で した。そ の 後
「茶 房 六 三 郎」

で 食 事 を 楽 しみ ま した。

旬菜の会

毎月 水 曜 日 に 無 農 薬 で 作 っ た 新 鮮 野 菜 を 持 ち 寄 っ て レシ ピを 話 題 に した り、
料 理 して の

感 想 を 話 し合 っ た り、 こ
ん な 野 菜 を 食 べ た い な ど と 気 楽 に 話 し合 い を しま した。 参 加 者 は

毎 回 ３０ 人 を 越 え ま した。

いけ ばなサロン

平 成 ２５ 年 度 を も っ て 終 了 しま した。 永 い 間 有 難 う ご ざい ま した。

絵 手紙 サロン

毎 月 第 ２、 第
４ 水 曜 日 に 四 季 折 々 の 草 花 や 果 物 を 題 材 と して 絵 手 紙 作 り を 楽 しみ ま した。

会 員 数 は毎 回 １０ 人 前 後 の み な さ ん が 参 加 しま した。

切り絵 サロン
毎 月 第 １、 第

３ 水 曜 日 に 開 催 し切 り 絵 を 楽 しみ ま した。 参 加 者 は
１５ 名 ほ どで した。
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茶 道 サロン

潅”
シ ニ ア ネ ッ ト長 崎

会員数 １７０名

ユ 　

膏
７１名
雫９９名

，新サ ロンの紹 介

２６ 年 度 ４月 か ら 新 た に 茶 道 サ ロ ン 登 場

毎 年 文 化 祭 の 時、 茶 道 を な さ っ て い る 方 々 の
ご好 意 で、 シ ニア ネ ッ ト

長 崎 の イ メ ー ジの 向 上 の た め お 茶 を 接 待 して 下 さ っ て お り ま した。本

年 度 か ら、 有 志 の み な さ ん の
ご希 望 で、 堅 苦 しい 場 所 で は な く、 の び

のびお茶を楽 しもうという気持ちから会員相互の親睦と交流を図る

こ と を 目 的 で、 サ ロ ン
が 発 足 さ れ ま した。 み な さん どう ぞ参 加 下 さ い

ま せ
。

会 員 さ ん の 声

２ 年 前 の 秋 に 合 唱 団 の ４０ 周 年 を 機 に

立 ち 上 げ た ホ ー ム ペ ー ジ の 担 当 に な り、

基礎知識や経験もないまま自分流でや

り難問続出で解決できず入会させて頂

き ま し た。

お 蔭 様 で 問 題 も ス タ ッ フ の 方 々 や 周 り

のみなさまの丁寧なご指導やア ドバイ

ス 等 を 頂 き な が ら 解 決、 無事 運営 して お

り ま す。

また講習会や研修会は系統 づけられて

い て 大 変 わ か り や すく、 自 分 流 を修 正 し

た り、 新 し い発 見 が あ った り で大 変勉 強

に な っ て お り、ス タ ッ フの 方 々 の 企 画 や

活 発 な 活 動 に 感 動 して お り ま す。

今 後 と も 宜 しく お 願 い 致 しま す。

（７０ 代 男 性）

皆 さ ん こ ん に ち は （＾ ｕ
＾）

私 は、 コ ン
ピ ュ ータ ー お ばさ ん の 会 を 立 ち 上

げられた大川加世子さんの手記を読んでパソ

コ ンと 出 会 い ま した。 初 め は
パ ソコ ン用 語 が

解 らず、お 話 に も つ い て い け ま せ ん で した
が
、

最近は少し理解できるようになり嬉しく思い

ま す。 先 日 相 談 会 で
“お お ～ き れ い な Ｗク リ

ッ ク
” と 褒 め ら れ ま した。 初 め は か ら か わ れ

て いる と 思 い ま した が、 そ う で は なく、 Ｗク

リ ッ ク が出 来 な い 方 が 多 いそ う です。
パ ソコ

ンは画面と指の運動で脳を活性化してくれる

の だ ！ と 改 め て 思 い ま した。 毎 月 の 講 習 会 も

と っ て も 楽 し み で す。 す
ごく 集 中 し ま す し ま

る で 若 い こ ろ に 戻 っ た み た いで す。 終 わ る と

緊 張 が 解 け心 地 よ い 疲 れ を 味 わ い な が ら、 満

ち 足 り た 思 い で、 帰 路 に 付 き ま す。 こ れ か ら

も、 皆 様 と 一 緒 に 勉 強 して いき た い と 思 い ま

す の で 宜 しく お 願 い致 しま す。 （６０ 代 女 性）

発 行 元 シ ニ ア ネ ッ ト長 崎 （広 報 担 当）

〒８５１－０１９３ 長 崎 市 網 場 町 ５３６

長崎総合科学大学８号館 横山研究室内
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